
第19号2019年１月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 1－

石
川
連
協
た
よ
り

発行責任者

尾田　隆

編集責任者

串田信行

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
に
新
た
な
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
と
言
う
年
号
の

最
後
の
年
。
一
つ
の
時
代
の
節

目
と
な
り
ま
す
。
年
号
が
変
わ

る
と
し
て
も
、
私
た
ち
の
生
活

や
日
常
が
大
き
く
変
化
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
め

て
平
成
の
30
年
間
を
自
分
と
重

ね
合
わ
せ
振
り
返
っ
て
み
る
方

も
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
石
川
連
協
退
職
者
の

会
も
発
足
５
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
節
目
の
年
、
最
大
の

課
題
を
「
会
員
の
拡
大
」
と

「
参
議
院
選
挙
＂
小
沢
ま
さ
ひ

と
＂
必
勝
」
の
２
点
と
し
て
活

動
を
集
中
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

会
員
の
拡
大
で
は
、
59
名
の

拡
大
目
標
を
掲
げ
、
各
支
部
幹

事
会
を
中
心
に
未
加
入
者
へ
の

声
掛
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
議
院
選
挙
＂
小
沢
ま
さ
ひ

と
＂
必
勝
に
向
け
た
取
り
組

み
で
は
、
後
援
会
加
入
目
標

１
０
０
％
の
集
約
を
目
指
し
て

鋭
意
取
り
組
み
中
で
す
。
今
日

段
階
で
は
目
標
推
進
率
50
％
を

超
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

の
取
り
組
み
が
勝
敗
を
決
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

会
　
長
　
尾
　
田
　
　
　
隆

（
石
川
中
央
支
部
）

副
会
長
　
曽
　
谷
　
　
　
修

（
石
川
中
央
支
部
）

事
務
局
長
　
串
　
田
　
信
　
行

（
石
川
中
央
支
部
）

幹
　
事
　
松
　
原
　
秀
　
雄

（
能
登
支
部
）

幹
　
事
　
寅
　
松
　
清
　
一

（
能
登
支
部
）

幹
　
事
　
萬
　
亀
　
弦
　
治

（
能
登
支
部
）

幹
　
事
　
米
　
田
　
幹
　
夫

（
石
川
中
央
支
部
）

幹
　
事
　
瀬
　
戸
　
直
　
美

（
石
川
中
央
支
部
）

幹
　
事
　
正
　
田
　
　
　
進

（
南
加
賀
支
部
）

幹
　
事
　
吉
　
岡
　
純
　
一

（
南
加
賀
支
部
）

幹
　
事
　
池
　
田
　
健
　
二

（
郵
政
金
沢
支
部
）

幹
　
事
　
多
　
田
　
和
　
美

（
郵
政
金
沢
支
部
）

会
計
監
査
　
小
　
路
　
　
　
孝

（
南
加
賀
支
部
）

会
計
監
査
　
車
　
谷
　
芳
　
宏

（
石
川
中
央
支
部
）

Ｊ
Ｐ
労
組
石
川
連
協
退
職
者
の
会
　
会
長
　
尾
　
田
　
　
隆
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「
日
本
国
の
今
、
そ
し
て
明
日
」

に
つ
い
て
学
ぶ

講
師
：
近
藤
和
也
衆
議
院
議
員

　

Ｊ
Ｐ
労
組
石
川
連
協
退
職
者

の
会
（
尾
田
隆
会
長
）
は
、
さ

る
12
月
２
～
３
日
、
和
倉
温

泉
「
宿
守
屋
寿
苑
」
に
お
い
て

『
第
５
回
交
流
と
学
習
の
集
い
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

石
川
連
協
退
職
者
の
会
は
、

石
川
県
内
５
支
部
（
能
登
、
石

川
中
央
、
郵
政
金
沢
、
南
加

賀
、
北
陸
郵
便
輸
送
）
に
約

６
０
０
名
の
会
員
が
集
い
、
会

員
相
互
の
親
睦
・
交
流
、
そ
し

て
会
員
へ
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
活

動
と
「
楽
し
く
頼
り
が
い
の
あ

る
」
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
き
た
「
交
流

と
学
習
の
集
い
」
も
本
年
度
で

５
回
目
を
数
え
、
会
員
の
交
流

と
時
節
の
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
連
協
内
会
員
56
名
の

他
現
役
役
員
な
ど
12
名
の
68
名

と
講
演
会
の
み
の
受
講
15
名
の

83
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
尾
田
隆
会
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
、
参
加
さ

れ
た
会
員
お
よ
び
現
役
の
み
な

さ
ん
に
日
頃
の
活
動
に
対
す
る

協
力
の
お
礼
と
今
取
り
組
ん
で

い
る
①
会
員
の
拡
大
、
②
小
沢

ま
さ
ひ
と
後
援
会
へ
の
加
入
活

動
へ
の
い
っ
そ
う
の
協
力
要
請

が
あ
り
、
引
き
継
い
て
組
織
共

済
に
関
す
る
勉
強
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
会
の
講
師
は
、
丁

度
、
外
国
人
労
働
者
雇
用
の
た

め
の
出
入
国
管
理
法
改
正
法
案

を
巡
っ
て
国
会
が
混
乱
し
て
い

る
中
を
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た

「
近
藤
和
也
衆
議
院
議
員
」
で
、

＂
日
本
国
の
今
、
そ
し
て
明
日
＂

と
題
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

近
藤
和
也
衆
議
院
議
員
は
、

衆
院
農
林
水
産
委
員
会
に
所
属

す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
特

別
委
員
会
、
国
対
役
員
な
ど

で
多
忙
な
活
躍
を
さ
れ
て
お

り
、
講
演
内
容
は
、
今
、
日
本

国
が
抱
え
て
い
る
重
要
課
題
が

国
会
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ

て
い
る
の
か
？
与
野
党
の
攻
防

内
容
、
重
要
案
件
の
今
後
の
行

方
、
大
和
堆
Ｅ
Ｅ
Ｚ
境
界
線
付

近
で
の
漁
業
問
題
―
―
な
ど
広

範
囲
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
・
夕
食
懇
親
会
は
、

地
元
能
登
支
部
の
松
原
秀
雄
事

務
局
長
の
司
会
、
現
役
川
中
淳

也
連
協
議
長
の
開
宴
の
あ
い
さ

つ
と
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、

能
登
の
新
鮮
な
お
魚
を
中
心
と

し
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
ビ
ー
ル
、
お
酒
の
酔
い
と
と

も
に
カ
ラ
オ
ケ
・
輪
お
ど
り
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
元
支
部
の
道
筋
巳

代
治
会
長
の
お
開
き
の
挨
拶
で

宴
を
締
め
ま
し
た
。

2018年12月２～３日開催の「交流と学習の集い」模様



第19号2019年１月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 3－

第
25
回
参
議
院
議
員
立
候
補
予
定
者

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

ＪＰ労組組織内・推薦候補者

石
川
県
議
会
議
員(
金
沢
市)

立
候
補
予
定
者

金
沢
市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者

ＪＰ労組推薦候補者

ＪＰ労組推薦候補者

津
幡
町
町
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者

ＪＰ労組組織内・推薦候補者

　

２
０
１
９
年
は
統
一
地
方
自

治
体
選
挙
の
年
で
す
。

　

石
川
県
内
に
お
い
て
も
石
川

県
議
会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
と

す
る
各
級
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
労
組
は
、
組
織
内
議
論

を
経
て
参
議
院
議
員
選
挙
に

「
小
沢
ま
さ
ひ
と
」
を
組
織
内

候
補
者
と
し
て
擁
立
を
決
め
、

後
援
会
へ
の
加
入
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
石
川
県
内

に
お
け
る
統
一
自
治
体
選
挙
に

お
い
て
も
組
織
内
候
補
者
、
連

合
石
川
と
の
協
議
を
踏
ま
え
た

推
薦
候
補
者
を
決
め
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

石
川
連
協
退
職
者
の
会
は
、

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
本
の
決
定
を

受
け
て
、
組
織
内
候
補
予
定
者

お
よ
び
推
薦
候
補
予
定
者
の
必

勝
に
向
け
て
、
各
候
補
予
定
者

の
後
援
会
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ご
支
援
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

４
名
の
重
点
候
補
者
以
外

に
、
次
の
方
々
を
推
薦
し
て
い

ま
す
。

○
県
議
（
小
松
市
）
一
川
政
之
氏

○
県
議
（
羽
咋
）　

本
吉
浄
与
氏

○
小
松
市
議　
　

木
下
裕
介
氏

○
野
々
市
市
義　

西
本
政
之
氏

○
内
灘
町
議　
　

清
水
文
雄
氏

○
志
賀
町
義　
　

堂
下
健
一
氏
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